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この機関紙は、三鷹市内の方々に 宛名シール貼りボラン
ティア、配達ボランティア（募集中！）としてご協力頂きお届
けしています。いつもありがとうございます。 

１２月１５日（土） ふろしき市  午前１０時～午後１時（三鷹市役所議場棟下） 
          世話人会   午後１時～２時（ボランティアセンター２階） 
              全体会実行委員会 午後２時～４時（同上） 

たすけあい運動 
 「歳末たすけあい運動」は、戦後の混乱期に市民のたすけあい精神により、生活
に困窮する人々に対する物資の持ち寄り運動として始まりました。 

 その後、時代や福祉課題の変化に応じながら、地域での安心・安全な暮らしを支
えるための貴重な募金として様々な取組みに活用されています。 

 皆さまからのあたたかいお気持ちによる募金は、三鷹の地域福祉活動の充実や
福祉のまちづくりの推進を図ることに活用されています。募金は、お住まいの町会・
自治会を通じて、あるいはみたか社協にて受け付けています。団体、法人の皆さま
もご協力をお願い致します。 
 また下記の通り、街頭募金を行います。あたたかいご支援をお願い致します！ 

～いただいた募金は来年度次のような事業に活かされます～ 

◆ほのぼのネット事業 
 地域の高齢者の方を対象にしたお茶会などを開催 

◆子育て応援事業 
 子育てサロンの開催や子育てサークルへの助成 

◆介護予防事業 
 高齢者を対象としたヨガ、ストレッチなどの講座を開催 

◆ボランティア養成事業 
 ボランティア養成講座やイベントを開催 

◆助成事業                  ・・・など 

日時：１２月１日（土） 
     午後１時～３時  
場所：三鷹駅南口  
協力：市内福祉施設、 
     ボランティアの 
    皆さん 

街頭募金 のおしらせ 

ＳＴＯＰ 

ＳＴＯＰ！孤独な育児 
頼れる地域 
の誰かに 

なりませんか？ 
子育て家庭を訪問する子育て支援ホームスタート説明会 

ホームスタートとは、子育て経験のあるボランティアスタッフが週に１回２時間程度訪問し、 

話をしたり一緒に出かけたり、保護者が孤立しないように地域との繋がりを作る活動です。 
                日時  １２月３日（月） 午前１０時～１１時３０分 
                会場  三鷹市市民協働センター２階 第２会議室 
                料金  無料  定員  ３０名 
                申込先  NPO法人子育てコンビニ/ホームスタート・みたか 
                電話・ＦＡＸ   0422-41-7021 
                E-mail   h-start@kosodate.or.jp 
 

◆日 時：1２月1１日（火）午後2時～３時３０分 
◆会 場：連雀コミュニティ・センター 体育館 
    （下連雀７－１５－４）  
◆参加費：100円（保険料他） 
◆持ち物：上履き、飲み物、タオル 
◆定 員：先着４0名 
◆申込先：１１月１９日（月）～ 氏名、年齢、住所、TEL、ボッチャ経験の有無（有の時は 
     その内容）、受講動機をみたかボランティアセンターへお申込みください 
     ＴＥＬ     0422-76-1271   ＦＡＸ  0422-76-1273 
     メール     chiiki@mitakashakyo.or.jp 

をやってみませんか？ 
 

楽しい 種目 

 『老いる前に家の整理整頓をしてみましょう！』 
～成功の秘訣を共に学びませんか？～ 

 

   日  時 １２月１日（土） 午後１時３０分～３時３０分 
  定  員 ２０名 参加費無料（先着順） 
  場  所 みたかボランティアセンター ２階会議室 
  問合せ みたかボランティアセンター  
       ☎ ０４２２-７６-１２７１ 
    主    催  ボランティア団体「大人の寺子屋」 
    協    力  三鷹社会福祉協議会 

インターネット教材を共に視聴し、共に考え、学び、 
意見交換をしませんか？ 

 点訳ボランティアグループ 
「きつつき会」では、平成３１年度版の点字 
カレンダーを作成しました。七曜表のほかに、
日の出・日の入りの時刻や楽しい読み物「振り
返るオリンピック」を載せています。希望する
方には、全国無料配送します。 
 お知り合いの視覚障がい者の方に、このカレ
ンダーのことをお知らせください。 

申込み：みたかボランティアセンター 
    ☎０４２２－７６－１２７１     

点字カレンダーを 

全国無料でお届けします 大人の寺子屋  
 ～中高年が楽しく学ぶ場～ 

（主 催）ボッチャの輪つくろう会・三鷹市社会福祉協議会 
（協 力）杏林大学・笑ってげんき会・ＮＰＯ法人みたか街かど自立センター 



 
 

地域レポート
NO.２７ 

  

 先月号でご寄贈をお願いしたところ、さらし、絵本、児童書をご寄贈頂きました。 
こちらは地域のサロンや子ども食堂で大切に使わせて頂きます。誠に有り難うございました。 
 

 また引き続き以下の物品が不足しております。 
 

  ●ラジカセ（カセット使用可のもの、有線マイク付）   ●絵本、児童書 
  ●さらし（無地、多少の汚れでも可）   ●刺子の糸  ●アクリル１００％の毛糸 
 

ご寄贈頂ける方はみたかボランティアセンター（☎ ０４２２-７６-１２７１）までご連絡下さい。 

開催日 
毎月 第２、４水曜日 
午後１時３０分～３時 

会 場 井の頭地区公会堂 １階ホール 

講 師 スポーツインストラクター 清水 武 

参加費 ５００円／回 

申 込 

高島さん（世話人） 
☎ ０４２２－４５－３９３６ 
     または 
みたかボランティアセンター 
☎ ０４２２－７６－１２７１ 

募集に関する問合わせは H 
ボランティア・地域福祉推進係 

(担当：杉山・道三)まで 

内容：８０代女性と、会話をしながらの 
    囲碁の相手 
日時：平日 午後１時３０分～３時、 
    週１回程度（曜日は応相談） 
場所：上連雀２丁目 
備考：囲碁が得意な方（日本棋院５級以上）。  
    ご本人と面談をしていただきます 

高齢 

井の頭地区 
担当の岩崎が 
ご案内します！                               

ああ 

１：「中国帰国者の会」ではどのよ 
    うな活動をしているのですか？ 

２：「中国帰国者の会」を始めた  
   きっかけはなんですか？ 

３：活動していて嬉しかった事・ 
   印象的な事はなんですか？ 

中国帰国者は高齢になり、言葉
や生活習慣の違いから家にこもり
がちです。同じ境遇の人達が集ま
る居場所づくりと同時に地域の人
たちとの交流の場を目指していま
す。 

最初は一世を対象に「日本に帰っ
てきて良かった」と思える場にした
いと思って始めました。現在は言
葉の壁があって家にこもりがちな
二世三世も集まって交流できる
“居場所”にしたいという思いです。 

参加している皆さんの笑顔を見る
こと、一緒に楽しく過ごせることで
す。 

ボランティアグループ インタビュー 

４：逆に、活動していて大変だった 
   事はなんですか？ 

５：続けていく原動力のようなも   
    のがあったら教えてください。 

６：最後に「中国帰国者の会」の 
  魅力はなんですか？ 

高齢者が多いため、無事に帰宅
できたかがいつも心配です。 

戦後日本政府から切り捨てられた
のが中国帰国者です。彼らのよう
な人をつくる戦争は二度としては
いけないという気持ちと、彼らが
「日本にきて良かった」と思える場
所を作りたい、これが原動力です。 

お茶やお菓子を食べながらみん
なでおしゃべりしたり。なつかしい
日本の歌、中国の歌も出ます。地
域の皆様の参加大歓迎です。 

 「中国帰国者の会」では原則毎月第３土曜日 正午より、みたかボランティアセンターで 
   楽しいおしゃべりをしながら中国帰国者の様々な支援活動を行っています。 
   問合せはこちらまでどうぞ。 

連絡先 （代表）中村洋         ☎ ０７０-５５８８-７８２７ 
     Ｈ Ｐ   http//www.kikokusha.com/ 

・・・ありがとうございました！ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 井の頭「男の健康体操会（略称いのだん）」をレポートしました。概ね井の頭３～５丁目に暮らす６５歳以上の
男性高齢者が、身近な場所で定期的かつ気楽に介護予防体操に参加できるように、平成３０年１０月より井の
頭“初”男性限定の自主体操グループとして活動を始めました。 
 講師は、井の頭地域で介護予防事業の運動指導員として長年活動されている男性の方です。９０分の運動を
効果的なものとするために、筋肉の働きを説明しながらテンポよい掛け声で参加者の集中力を高め、脳トレを
交えながら椅子に座ってのストレッチを中心とした体操プログラムになっています。 
 体操は、普段あまり動かさない筋肉を動かすことで得られる健康効果を実感できるようになっていますので、
これから運動を始めたいと思っている方はこの機会に是非参加してみてください。 
※ただし、既に三鷹市の介護予防支援事業に参加されている方は参加できません。 

    地域のサロン紹介を、シリーズでお知らせします。 

  第２７号は「 の （略称 )」です！ 

    囲碁の相手 

内容：①おかし・コーヒーの販売補助 
    （おかしカフェ） 
    ②園内喫茶室への付添い 
    ③入浴後ドライヤーかけ 
    ④昼食時のお手伝い 
    ⑤夕食時のお手伝い 
    ⑥車イスの清掃 
日時：①木・土曜日 午後１時３０分～３時１５分 
    ②火曜日 午後２時～４時 
    ③火曜日 午後１時３０分～４時 
    ④金・土・日曜日 正午～午後１時 
    ⑤毎日 午後５時３０分～６時３０分 
    ⑥応相談 
場所：①、②、⑥ケアハウス弘陽園 
    （下連雀５－２－５） 
    ③～⑤特別養護老人ホーム弘済園（同上） 
備考：年齢不問。お気軽に見学にお越し下さい。 

高齢 

    東京弘済園（各施設でのボランティア） 

内容：保護者会の間の、障がいのある 
    子ども達の見守り、保育 
日時：１２月３日（月） 
    午後２時３５分～４時３０分 
場所：三鷹市立第六小学校 
    （下連雀６－１３－１） 
持ち物：上履き（かかとがある物） 

子ども 

    六小ふじみ学級で子どもの見守り 

 豊島区の株式会社高橋剛商会様から山形県産のコシヒカリ60ｋｇ 
のご寄贈を受けました。頂いたお米は子ども食堂、子どもの居場所、 
精神障がい者の居場所等で使用させて頂きます。どうもありがとう 
ございました。 

活動の際にはボランティア保険の加入をおすすめします。 
ボランティアセンターにてお手続きを！(年額３００円～） 


